
0
教
授
の
昇
等
教
授
海
野
美
盛
氏
は
高
等
官
一
＿
一
等
に
、
同
結
城
貞
松
氏
は
高

等
官
六
等
に
、
執
れ
も
客
朧
十
二
月
二
十
四
日
付
を
以
て
陸
等
せ
ら
れ
た
り
。

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
四
ー
八

。

T
•

五
・

ニ
・

ニ
五
〕
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査立壺煎蛋壷査 八五六四 ニーニ翌査四
五九

九 十十六二
七六

揃個個個射基個個個組組個個個酎個個

同同同同同同同同同同同同同本本同

年度 年度

同同同同同同未竣 同同同同同同竣同同

工 工

東華東下三藤三同同宮元農憂佐門同
井 内大 湾々司

族 条八田宅
省礼使閂 裔 総木市宮京

會 康郎敏正 調度 務 督敏役 調
次

寮部省府網所度部職館市麿郎郎意、

し
助
教
授
伊
東
亮
次
氏
も
ま
た
本
校
専
任
助
数
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
本
校
の
生
徒
募
集

備
科
生
徒
約
百
人
、
製
版
科
生
徒
約
九
人
、
臨
時
窟
員
科
生
徒
約
八
人
、
闘
甕

師
範
科
生
徒
約
二
十
人
を
募
集
す
る
こ
と
4

な
り
、
そ
の
旨
官
報
及
各
新
聞
に

本
校
は
例
の
如
く
、
束
四
月
よ
り
入
學
せ
し
む
べ
き
豫

業
學
校
教
授
兼
本
校
赦
授
鹿
島
英
二
氏
は
本
校
専
任
教
授
に
、
同
上
兼
任
な
り

0
教
授
助
数
授
の
韓
任
一
月
三
十
一
日
付
を
以
て
東
京
高
等
工
業
學
校
教
授

兼
本
校
数
授
結
城
林
蔵
氏
は
、
本
校
数
授
兼
工
業
學
校
数
授
に
、
東
京
高
等
工

同
白
濱
徴
氏
は
岡
壷
師
範
科
理
事
に
任
命
せ
ら
れ
た
り
。

0
生
徒
監
の
補
任
教
授
大
村
西
崖
氏
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
付
を
以
て

本
校
生
徒
監
に
補
せ
ら
れ
た
り
。

〇
叙
位
闊
託
矢
野
道
也
氏
は
十
二
月
二
十
八
日
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇

叙

勲

数

授
櫻
岡
三
四
郎
氏
は
、
一
月
二
十
八
日
付
を
以
て
、
勲
六
等
に
叙

し
瑞
買
章
を
授
け
ら
れ
た
り
。

〇
依
頼
免
官
と
解
嘘

助
数
授
玉
田
文
作
氏
は
、
客
年
十
二
月
二
十
七
日
付
を

以
て
依
願
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
嘘
託
羽
田
禎
之
進
氏
は
、
同
月
三
十
一
日
付
を

以
て
依
願
解
嘘
せ
ら
れ
た
り
。

0
幹
事
と
理
事
先
般
本
校
に
て
は
、
数
務
分
掌
規
程
と
事
務
分
掌
規
程
と
を

改
め
ら
れ
、
各
科
主
任
の
下
に
理
事
を
置
き
、
校
長
の
下
に
幹
事
を
置
か
れ
し

を
以
て
、

一
月
十
七
日
付
に
て
数
授
大
村
西
崖
氏
は
幹
事
に
、
同
結
城
貞
松
氏

は
日
本
霊
科
理
事
に
、
同
和
田
英
作
氏
は
西
洋
甕
科
理
事
に
、
同
白
井
保
次
郎

氏
は
彫
刻
科
理
事
に
、
同
島
田
佳
突
氏
は
闘
案
科
第
一
部
理
事
に
、
同
古
宇
田

宜
氏
は
闘
案
科
第
二
郡
理
事
に
、
同
海
野
美
盛
氏
は
金
工
科
理
事
に
、
同
櫻
岡

三
四
郎
氏
は
錨
造
科
理
事
に
助
教
授
石
井
吉
次
郎
氏
は
漆
工
科
理
事
に
、
教
授

結
城
林
蔵
氏
は
製
版
科
理
事
に
、
同
鎌
田
蒲
壽
治
氏
は
臨
時
窟
員
科
理
事
に
、
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學
科
試
験
科
目
（
左
記
の
科
に
限
り
中
學
卒
業
程
度
に
て
施
行
す
）

一
、
圏
案
科
第
二
部
志
願
者

英
語
（
英
文
和
諄
、
書
取
）
歴
史
（
日
本
）

敷
學
（
算
術
、
代
敷
、
幾
何
、
三
角
）

用
器
霊
法
（
幾
何
霊
法
、
投
影
霊
法
）

臨製

時

寓版

員

科科科科科

漆錨

工 造工

八

〇
園
聾
師
範
科
入
學
志
願
者
心
得
摘
要

二
、
入
學
志
願
者
は
穂
て
（
圏
案
科
第
二
部
及
製
版
科
窟
慎
科
志
願
者
を
除

く
）
本
年
三
月
二
十
九
日
迄
に
本
校
赦
務
掛
に
就
き
入
學
後
學
習
す
べ

ぎ
外
國
語
學
届
（
英
語
、
佛
語
の
内
）
を
為
す
べ
し
但
本
居
用
紙
は

本
校
よ
り
下
附
す

べ
し

九 五五

金

五

人人人人人

岡彫
案刻
科科
r_．_ ＿、 ， .．

第第牙木塑
ニー彫彫造
部部部部部

+ + 

人 人

五

人 人

十

人

西

洋
日

本

事コ
早早

科科

に
本
校
に
提
出
す
べ
し

専
門
本
科
配
営
人
員

廿

二
十

人 人

て
稜
表
せ
ら
れ
た
り
。
同
本
校
規
則
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
願
書
及
添
付
書
類
等

の
こ
と
を
除
き
、
志
願
者
の
心
得
べ
き
重
要
の
事
項
を
記
せ
ば
左
の
如
し
。

〇
豫
備
科
並
に
製
版
科
臨
時
寓
員
科
入
學
志
願
者
心
得
摘
要

入
學
願
書
提
出
期
限
（
郵
便
に
付
す
る
と
き
は
必
ず
書
留
郵
便
に
依
る
べ
し
）

本
年
三
月
一
日
よ
り
同
月
十
五
日
迄
と
し
手
敷
料
金
参
園
と
共
に
期
限
内

二
、
製
版
科
及
臨
時
窓
員
科
志
願
者

英
語
（
英
文
和
繹
、
書
取
）
物
理
學

化
學

敷

學

（

算

術
、
代
敷
、
幾
何
、
三
角
）

用
器
聾
法
（
幾
何
畳
法
、
投
影
畳
法
）

宜
技
試
瞼
課
目
左
表
の
通
り
（
表
略
す
）

西
洋
霊
科
（
西
洋
霊
）
、
刻
彫
科
（
彫
塑
）
を
除
き
他
は
凡
て
自
在
霊
を

課
す
自
在
甕
は
毛
筆
霊
又
は
鉛
筆
盟
の
中
受
験
者
の
選
揮
に
任
す
べ
き
に
依
り

営
該
科
の
志
願
者
は
入
學
願
書
に
附
箋
を
以
て
毛
筆
蓋
叉
は
鉛
筆
霊
受
験

の
旨
を
表
示
す
べ
し

入
學
試
験
施
行
期
日
本
年
三
月
三
十
日
よ
り
本
校
内
に
於
て
施
行
す

入
學
試
験
日
割
焚
表
期
日
本
年
三
月
二
十
九
日
（
水
曜
）
正
午
迄
本
校
美

術
部
校
舎
内
掲
示
場
に
装
表
す
べ
き
に
依
り
入
學
志
願
者
は
穂
て
本
校
に

出
頭
し
て
熟
覧
承
知
す
べ
し

入
學
許
可
者
人
名
焚
表
期
日
本
年
四
月
七
、
八
日
頃
前
項
掲
示
場
に
焚
表

す
但
し
官
報
掲
載
の
日
を
以
て
本
入
學
許
可
の
日
と
知
る
べ
し

宿
所
其
他
届

一
、
地
方
よ
り
出
京
し
た
る
者
は
直
ち
に
本
校
に
出
頭
し
其
宿
所
を
届
出
づ
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卒
業
後
下
附
免
状

艮
好
者
に
限
る

三
月
一
日
よ
り
同
月
十
五
日
迄

手
敷
料
は
之
を
免
除
す

選
抜
試
験
施
行
期
日
及
試
験
場

選
抜
試
験
日
割
焚
表
期
日
、
入
學
許
可
者
人
名
焚
表
期
日
、
地
方
出
京
者

宿
所
届
等
は
豫
備
科
入
學
志
願
者
に
同
し
（
外
國
語
届
は
提
出
す
る
に
及

は
す
）

選
抜
試
験
學
科
目
（
中
學
卒
業
程
度
）

英
語
（
書
取
、
魏
繹
）
歴
史
（
日
本
、
東
洋
、
西
洋
）

國
語
（
書
取
、
作
文
）
自
在
聾
（
｛
鳥
生
、
圏
案
）

用
器
霊
法
（
幾
何
聾
法
全
憫
、
投
影
霊
法
初
歩
）
身
憫
検
査
口
述
試
瞼

修
業
年
限
及
義
務
年
限
等

修
業
年
限
は
三
ヶ
年
と
し
在
學
中
授
業
料
は
之
を
徴
牧
せ
す

今
回
募
集
の
生
徒
に
は
本
校
規
則
第
五
十
四
條
に
依
る
學
資
を
支
給
せ
す

卒
業
者
は
文
部
省
令
第
二
琥
（
明
治
四
十
三
年
三
月
十
日
改
正
）
東
京
美

術
學
校
圏
聾
師
範
科
卒
業
者
服
務
規
則
に
依
り
ニ
ケ
年
間
敦
育
に
開
す
る

職
務
に
従
事
す
る
義
務
を
有
す

圏
甕
科
、
手
工
科
、
習
字
科
と
す

0
本
校
一
覧
の
配
付

最
近
調
査
に
か
4

る
本
校
一
覧
は
既
に
印
刷
演
な
れ

ば
、
二
月
下
旬
に
は
例
の
通
り
各
卒
業
生
諸
氏
に
配
付
せ
ら
る
べ
し
。
今
回
は

職
員
の
姓
名
の
側
に
住
所
を
記
し
、
卒
業
生
の
部
も
奉
職
者
は
奉
職
場
所
を
、

自
螢
者
は
住
所
を
録
し
、
雅
琥
を
も
注
記
し
、
卒
業
生
の
索
引
及
改
姓
名
一
覧

等
を
も
添
へ
た
り
と
い
ふ
。
而
し
て
ま
た
此
次
ぎ
よ
り
の
一
覧
は
毎
年
年
内
に

嘗
該
學
校
長
薦
畢
期
限
其
他

但
習
字
科
は
成
績

於
て
刊
行
せ
ん
と
て
、
そ
れ
人
＼
計
聾
中
な
り
と
い
ふ
。

〇
職
員
の
近
況
助
教
授
堀
井
政
吉
氏
は
本
郷
厖
駒
込
林
町

一
九
六
番
地
へ
韓

居
せ
ら
る
。
△
隣
託
笠
原
留
七
氏
は
牛
込
犀
若
宮
町
三
十
七
番
地
へ
轄
居
せ
ら

る。

△
隔
託
矢
野
道
也
氏
は
本
年
一
月
十
二
日
そ
の
厳
父
を
喪
は
れ
た
り
。

△

休
職
久
米
桂
一
郎
氏
は
、

一
月
廿
五
日
米
國
よ
り
蹄
朝
せ
ら
る

△
教
授
岡
田

三
郎
助
氏
方
へ
此
程
電
話
開
通
せ
り
番
琥
は
芝
六
三
三
六
番
た
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー

一。

T
•

五
•

四
・

――1
0〕

〇
赦
授
三
氏
の
叙
位
教
授
海
野
美
盛
氏
は
従
五
位
に
、
同
結
城
貞
松
氏
は
正

七
位
に
、
何
れ
も
二
月
十
二
日
を
以
て
昇
叙
せ
ら
れ
、
数
授
黒
田
清
輝
氏
は
三

月
三
十

一
日
を
以
て
、
正
四
位
に
叙
せ
ら
る
。

0
小
林
助
赦
授
の
兼
任
助
教
授
小
林
萬
吾
氏
は
三
月
二
日
付
を
以
て
、
東
京

高
等
師
範
學
校
教
授
に
兼
任
し
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
る
。

〇
隅
託
二
氏
本
校
日
本
聾
科
卒
業
生
陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
勲
五
等
鈴
川
信

一
氏
は
、
三
月
三
十
一
日
、
罷
操
授
業
を
隅
託
せ
ら
れ
、
数
務
掛
主
任
兼
庶
務

掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
東
京
女
子
高
等
師
範
學
校
教
授
正
五
位
勲
五
等
下
田
次
郎
氏

は
、
四
月
七
日
、
圏
霊
師
範
科
の
赦
育
學
及
修
身
授
業
を
啜
託
せ
ら
れ
た
り
。

0
岩
村
教
授
の
休
職
満
期
休
職
赦
授
男
爵
岩
村
透
氏
は
、
三
月
二
十
九
日
休

職
満
期
と
な
れ
り
。

0
久
米
教
授
の
復
職
休
職
中
な
り
し
数
授
久
米
桂
一
郎
氏
は
、
三
月＝―
-十
一

日
復
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
諸
氏
の
出
張
教
授
島
田
佳
突
氏
は
、
三
月
末
よ
り
四
月
へ
渉
り
、
二
週
間

の
豫
定
を
以
て
鹿
兒
島
縣
下
へ

出
張
せ
ら
れ
、
獨
託
香
取
秀
治
郎
氏
は
三
月
廿
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夕

月

同

鴻
巣
鷹
巣

豊

治

佐

賀

平

解
雪
の
頃

本
科

善
蔵

福

島

平

同
、
子
供
と
老
人

同
、
日
の
あ
た
る
室

同 同

鈴

木

保

徳

椋

樹

妙

立

三
重
平

東
京
平

日

本

聾

科

同
、
無
題

同
、
徒
然

同

宮
地
名
越

豊

岡

山

平

卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録

同

茂

高

知

平

た
り
、
式
は
例
の
通
り
に
て
、
各
所
束
賓
、
卒
業
生
来
賓
、
本
校
職
員
、
新
卒

業
生
の
著
席
す
る
や
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
式
辟
に
引
徴
き
て
、
卒
業
生

七
十
八
人
に
順
次
證
書
を
授
典
せ
ら
れ
、
次
ぎ
に
卒
業
生
に
射
し
て
告
辟
あ

り
、
尋
で
高
田
〔
早
苗
〕
文
部
大
臣
壇
上
に
登
ら
れ
、
訓
辟
を
朗
讀
せ
ら
れ
、

卒
業
生
穂
代
錨
造
科
一
井
英
一
氏
の
答
辟
あ
り
て
、
式
を
終
り
、
そ
れ
よ
り
来

賓
諸
氏
は
別
室
に
陳
列
し
た
る
卒
業
製
作
を
観
覧
し
、
職
員
卒
業
生
諸
氏
は
紀

念
の
撮
影
を
な
し
た
り
。
そ
の
卒
業
姓
名
、
文
部
大
臣
訓
辟
、
卒
業
生
答
僻
等

左
の
如
し
。

同
、
タ

同
、
風
景

同
、
三
人

同

耳
野
卯
三
郎

鶴

見

守

雄

兼

光

豊

治

東
京
平

本
科

栃
木
平

本
科

大
阪
平

西

蜜

自
聾
肖
像
、
窓
ぎ
は

同
、
鋭
の
前

山
茶
花
と
子
供

靴
た
び
編
め
る
少
女

同
、

同
、
少
女

同
、
晩
秋

同
、
冬

同
、
自
然
（
三
）

塁
夫
の
妻

山
上
よ
り

同
、

同
、
午
後

同

幸

揺

光

次

三
重
士

同 同 同 同

0
第
二
十
五
回
の
卒
業
式
本
校
第
二
十
五
回
の
卒
業
證
書
授
興
式
は
、
例
年

の
如
く
三
月
二
十
九
日
の
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
本
校
講
堂
に
於
て
行
は
れ

同

中
村
浦
水
吉
澤
廉
三
郎

遠
山

数
圃

〔束
〕

伊
藤

哲

石
川
平

東
京
平

新
潟
平

＿艮
雄

東
京
平

義
夫

大
阪
士

同

五
日
よ
り
一
週
間
奈
＿艮
縣
へ

出
張
せ
ら
れ
、
助
教
授
小
場
恒
吉
、
啜
託
赤
間
運

蔵
、
助
手
小
泉
勝
頭
の
一
――
氏
は
、
四
月
十
二
日
よ
り
京
都
府
奈
一艮
縣
滋
賀
縣
ヘ

出
張
を
命
ぜ
ら
る
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
助
手
三
浦
銅
三
郎
氏
は
府
下
荏
原
郡
大
井
町
字
元
芝
六

百
八
十
一
番
地
へ
轄
居
せ
ら
る
。
▽
助
教
授
千
頭
庸
哉
氏
は
府
下
豊
多
摩
郡
澁

谷
町
上
澁
谷
百
十
三
番
地
（
電
芝
四
五
六
）
へ
引
移
ら
る
。
▽
助
手
鈴
木
宮
吉

氏
は
、
本
郷
園
駒
込
千
駄
木
町
九
六
、
第
三
清
月
館
へ
轄
宿
せ
ら
る
。

▽
数
授

海
野
美
盛
氏
は
春
季
休
業
を
利
用
し
、
九
州
地
方
へ
旅
行
せ
ら
る
。

▽
教
授
古

宇
田
宜
、
同
紳
木
健
介
雨
氏
は
、
春
季
休
業
中
京
阪
地
方
へ
旅
行
せ
ら
れ
た

り

寺
内
萬
次
郎

大
阪
平

同

河

井

山
口
士

本

科

梶

原

貫
五
消

一

輻
岡
士

洋

科

ヤ
シ
ュ
ダ
ラ
姫

選
科

草

夏
の
河
岸

同

雑
木
林

春
光
、
秋
映

青
木
に
鶏

秋

同 同

阿
部
桑
田
利
三
郎泉誠

赫
夫修

是
優

山
田

東
京
平

遠
藤
齋
藤
森

佐
賀
平

静
岡
平

岩
手
士

同

土
岡

同

香
川
平

輻
井
平

落

花

同

務

福
島
士
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慮無
限
の
道
を

す
ば
る
昴青
年
の
卿

後

患

悽

愴

覺
め
る
迄

黎

明

同 同 同 同 選
科

小
野
編
岡

崇

東
京
士

求

長
谷
部
健
次
郎

豊

治

石

川
平

清
生

大
分
平

錨

造

科

黒
田

富
山
平

久
本
筑
紫

茨
城
平

金

工

科

額
。
舎
利

花
瓶
。
島

額
。
泉

選
科

東
京
平

同 本
科

町
川
惣
太
郎

塀
和
千
代
彦

齋
藤
龍
太
郎

香
川
士

茨
城
平

本
科

信

男

香

川

平

圏
書
館

劇
場
及
附
屡
装
飾
彫
塑

美
術
館

同

兵
庫
士

同

本

間

久

雄

新

潟

平

同

木
下
安
間

東
京
士

女

同

大
國

大
阪
平

本
科

前
田
健
二
郎
唯
親
立
雄

石
川
士

幻荒

滅蓼

同

雨
田
外
太
郎

清
水
彦
太
郎
貞
蔵

大
分
平

第

郡

本
科

福
井
平

同

清

水

大
阪
士

塑

造

部

同

彫

刻

科

絨
毯
岡
案

卓
子
懸
圏
案

刺
繍
屏
風
圏
案

同

小
倉
大
野

吉為
臣次淳

石
川
士

富
山
平

同
、
野
一艮
犬

同
、
秋

同
、
潜
め
る
春

同
、
木

同
、
か
ん
な

同
、
小
娠

同
、
平
和
の
里

同
、
或
る
日

同
、
或
る
朝

同
、
女

同
、
夕
ぐ
れ

同
、
無
題

同

俊
平

織

田

信

大

藤

森

静

雄

角
野
判
治
郎

賀
来
清
三
郎

曾
宮
木
村
草
光
柿
崎
石
川
金高
間

清
助全

観
鏑
惣
七

東
京
平

圏

案第

一

工
褻
圏
案
各
種

ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
闘
案

同

原

静
岡
平

選
科

石
川
平

朝

鮮

本

科

林

威
三

＂ 
三
月

愛
知
平

同 同

青
森
平

部 科

同

信
成

島
根
平

澄
む
昔

選

科

山

下

正

次

茨

城

士

同

圭

福
岡
士

牙

彫

部

同

喜
七

東
京
士

遠

の

<
-音

同

東
京
土

同

大
分
平

大
悟
の
途

閃
き
て

同

長
塚
松
永

組
彦
廣
造
義
治

茨
城
平

同

兵
庫
平

選

科

田

島

熊
本
平

同

熊
本
士

木

彫

部

同

東
京
華

同

鈴
木

静
岡
平

徒

然
題
未
定

同

岩
手
平

同

高
木
菊
太
郎

菅

原

勝

次

東
京
平

681 第16節 大正 5年



科

名

本
科

選
科

計

錨

造

卒
業
生
科
別
人
員

金

工

山
口

東
谷

佐
藤

佐
俊
雄

長
崎
士

宮
城
士

五

紳
庭
亮
一
―
―

閥
口
暁
三
郎

安

藤

治

作

中

島

信

田
村

美
勇

小
林

寛

豊

山

廉

伊
藤
好
太
郎

三
澤

佐

助

森酒
井
水
野

正
男
英
吉
一
夫
武
平
俊
蔵

三
重
平

山
田

宮
城
士

廣
島
平

輻
島
平

圏彫
案刻
科科

r--・一 冒 ．．

第第牙木塑聾甕
ニー彫彫造

科科部部部部郡科科

西

洋本

一八

四

五

七

二六

東
京
士

日

山
形
平

科

名

昨
年
の

本
科
生一七

同

上

本

年

の

選

科

生

本

科

生

ニ

八

山
梨
平

岡
山
平

卒
業
生
科
別
前
年
比
較

山
梨
平

山
梨
平

岐
阜
平

岐
阜
平

鳥
取
平

東
京
平

漆

工

科

常
薄
蒔
地
花
喰
鳥
蒔
箱
香
盆

秋
の
園
蒔
紺
圃
硯
箱

圏
霊
師
範
科

同

高

野

重

人

熊

本

士

本

科

生

駒

弘

東

京

士

大

鼎

同

滋
賀
平

西

洋

鰐

ロ

本
科

一

井

英

波
多
野
編
三
郎
徳
島
平

聾
科
：
・…
八
…
…
…
・:-
：
・
…
…
…
…
…
…
…
九

蜜

科
…
二
六
…
…
…
…
二
…
…
…
・
:
．．．．．．．．． 
二八

誓
部
…
・
・
五
…
…
…
…
七
…
…
…
…
…
…
…
―
ニ

彫
刻
科
一
日
1

-

＿
―

•

一
＿
―

第
一
部
…
…
五
…
…

•
•…
·
|
…

…

…
…
…

…
…

…
五

圏
案
科
一
第
二
部

…
…―
―
-
…
…
…
…
ー…
…
……
……
…•
•
•
三

金
工
科
…
…
二

…
…
…
…
―
•
…
…
…
…

…
…
•
•

•
•
•三

錨

造

科

……
二
…
…
…
…
！
……
…………・・・・・二

漆
工
科

…
…

二
…
…
…
…
ー
…

…
…
…

'
…
…
…
•

•
ニ

圏
甕
師
範
科
：
・
一
六
：
・
…
…
…
|
…
…
…
…
…
…
…

一六

合
計

…

六
九
…
…
·
：

一
五
：
……
…
…

…

…

•
八
四

日

本

讐
一生上
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文
部
大
臣
訓
辞

東
京
美
術
學
校
卒
業
證
書
授
典
式
ヲ
畢
グ
ル
ニ
方
リ
、

子
ノ
前
途
ヲ
祝
幅
ス
ル
ハ
本
大
臣
ノ
欣
プ
所
ナ
リ
。

惟
フ
ニ
荀
ク
モ
家
ヲ
美
術
二
成
サ
ン
ト
欲
ス
モ
ノ
ハ

、
獨
リ
技
術
ノ
人
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
、
亦
併
七
テ
人
格
ノ
人
タ
ル
ヲ
要
ス
。
而
モ
技
術
卜
謂
ヒ
人
格
卜
謂
フ
、
執
レ
モ
多

年
ノ
工
夫
鍛
練
ヲ
続
テ
始
メ
テ
其
ノ
員
諦
二
逹
ス
ル
ヲ
得
ベ
キ
モ
ノ
、
諸
子
ノ
員
二
思

ヲ
薦
・ウ
シ
カ
ヲ
端
ス
ベ
キ
所
、
蓋
シ
今
日
以
後
ニ
ア
リ
。
諸
子
夫
レ
自
ラ
傲
メ
、
自
ラ

密
ヒ
、
刻
苦
動
精
将
来
二
大
成
ス
ル
所
ア
レ
。

若
シ
夫
レ
教
育
ノ
任
二
嘗
ル
モ
ノ
ハ

、
公
務
ヲ
奉
ズ
ル
コ
ト
忠
宜
二

、
生
徒
ヲ
導
ク
コ

卜
梱
切
二

、
獨
リ
技
藝
ノ
師
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
人
格
徳
操
二
於
テ
モ
亦
衆
生
二
範
タ

ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
七
ヨ
。

合

大
正
五
年
三
月
1

一
十
九
日

卒
業
生
答
僻

大
正
五
年
―
―
一
月
二
十
九
日
、

春
風
貼
函
柳
條
ヲ
楠
リ
、
櫻
花
将
二
爛
慢
ノ
好
季
二
先
ン

ジ
、
本
校
第
二
十
五
回
卒
業
ノ
盛
典
ヲ
畢
行
七
ラ
ル
、
二
方
リ
、
文
部
大
臣
閣
下
ヲ
始

メ
、
諸
賢
ノ
御
来
臨
ヲ
恭
ゥ
ッ
タ
ル
ハ
生
等
ノ
光
榮
亦
何
物
力
之
二
若
カ
ン
ヤ
。

回
顧
ス
レ
バ
生
等
業
ヲ
本
校
二
受
ク
ル
コ
ト
既
二
五
星
霜
、
其
間
學
校
長
閣
下
ヲ
始
メ

諸
先
生
ノ
御
懇
篤
ナ
ル
御
指
埠
二
依
リ
、
絃
二
各
其
目
的
タ
ル
藝
術
ノ
一
端
ヲ
學
ビ
、

廣
ク
其
趨
勢
ヲ
窺
ヒ
、
進
テ
猶
研
鑽
ノ
カ
ヲ
得
タ
ル
ハ
是
偏
二
其
賜
二
外
ナ
ラ
ズ
。
生

等
感
侃
措
ク
所
ヲ
知
ラ
ズ
。
今
又
文
部
大
臣
閣
下
ノ
御
訓
辟
ヲ
賜
ハ
リ
、
一
同
ノ
費
任

盆
々
廣
大
ナ
ル
ニ
緊
ミ
、
心
ヲ
向
上
ノ
一
路
二
取
リ
、
以
テ
大
正
聖
代
ノ
斯
界
二
貢
獣

師

範

計

一
六

六
六

一
言
之
ヲ
賀
ッ
テ
卒
業
生
諸

文
部
大
臣
法
學
博
士

科科

一
六

六
九

漆

工

高

田

早

苗

一
五

富
山
平

田
上

新
漑
平

東
京
平

遠
藤

高
知
平

富
山
平

廣
島
士

千
葉
平

石
川
平

愛
知
平

紳
奈
川
士

群
馬
士

群
馬
平

大
阪
平

石
川
平

佐
賀
平

静
岡
平

富
山
平

セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

岡
山
平

大
山

若
シ
夫
レ
数
育
二
従
事
七
ン
ト
ス
ル
者
ハ

、
誡
宜
其
職
二
端
シ
、
且
叉
方
今
社
會
二
於

ケ
ル
藝
術
ノ
普
及
ニ
カ
メ
、
國
家
生
産
富
強
ノ
基

二
努
力
七
ン
コ
ト
ヲ
誓
フ
。
不
肖
一

同
二
代
リ
柳
力
蕪
辟
ヲ
以
テ
答
辟
ト
ナ
ス
。

大
正
五
年
三
月
二
十
九
日

東
京
美
術
學
校
第
廿
五
回
卒
業
生
穂
代

〇
卒
業
製
作
の
展
覧
毎
年
の
例
に
よ
り
、
卒
業
式
の
為
陳
列
せ
る
卒
業
製
作

は
、
卒
業
式
の
翌
三
十
日
に
於
て
、
卒
業
生
の
父
兄
及
有
志
に
観
覧
せ
し
め
ら

る
。
観
覧
者
は
一
千
九
百
八
十
三
人
に
し
て
昨
年
の
三
倍
強
な
り
し
と
い
ふ
。

0
新
入
學
生
の
決
定
本
校
各
科
生
徒
募
集
の

こ
と
は
義
に
記
し
た
る
が
如
く

に
し
て
、
入
學
試
験
は
三
月
三
十
日
に
始
ま
り
て
四
月
一
日
に
終
り
、
同
月
六

日
に
至
り
て
官
報
を
以
て
、

許
可
者
の
氏
名
を
焚
表
せ
ら
れ
た
り
。
其
科
別
人

名
、
人
員
比
較
等
左
の
如
し
。

豫
備
科
（
日
本
霊
科
）

小
竹
源
一
郎

池
田
幸
太
郎

牧

川

楢

一

小

野

虎

雄

平

岩

三

郎

石
井
喜
三
郎

永

井

智

雄
数一――
三
郎

深
蔵

花
村
喜
代
蔵

中

村

久

松

畠

山

錦

成

長
谷
川
龍一――

橋

重

吉

山
崎

艮

夫

石

田

吉

次

廣
川
省
三
郎

一

井

英
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同

鳥

取

平

前

田
川
村
藤
原

（
彫
刻
科
塑
造
郡
）

同
蒔
田
一
―
―
千
蔵（
漆
工
科
）

一
郎
登
一
寛
治

青
森
士

廣
島
平

埼

玉

平

明

石

員
三

石

川

平

萩

原

三
重
平

山
川

東
京
平

埼

玉

平

内

田

了
爾

熊

本

士

内

田

培
根
信
義

大

阪

平

木

田

梧
棲
武
雄

長
崎
士

高

知

士

畑

山

俊

夫

同

（
銹
造
科
）

京
都
士

大
阪
平

山
形
士

片

岡

銀

蔵

市

川

赳

夫

伊
原
宇
一
三
郎

上

泉

二

郎

服
部
不
二
彦

石

河

光

哉

群
馬
平

角
田
牧
島
柏
原

要
一
安
治

東

京

平

池

田

康

次

香
川
平

為
義

香
川
士

要

大
阪
平

山
梨
平

照
三
浩
一
祐
吉

東
京
平

小
宮
黒
木

新
吉

富
山
平

松
村
中
村

治
吉

東
京
士

埼
玉
平

同

（
金
工
科
）

岡
山
平

大
分
平

窪
田
岡
村

長
崎
士

諫
早
玉
木
修
一
郎幹

石

川

平

高

麗

愛
知
平

佐
賀
士

新
潟
平

東

京

平

水

谷

武
彦
建
城

愛
知
士

船
橋
佐
分

久
保
寺
辰
雄

田

中

繁

吉
治
彦員

埼
玉
平

北
爪
横
尾

興
作
和
高
文
雄
盆
雄新

同

（同

（
西
洋
棗
科
）

保
耕
造
艮
作

修―――（
圏
案
科
第
一
部
）

上

山

謡

京

都

平

小
川
森
太
郎

田

村

左

久
俊豊

科
第
二
郡
）

福
岡
平

福

岡

平

出

ロ

東
京
士

片
岡

東
京
士

重
周

東
京
士

宮
城
平

横
山
北
野

香
川
平

京
都
士

田
中

大
阪
士

昇

石

川

士

河

南

拓

静
岡
平

東
京
士

福

岡

平

川

口

博

熊
本
士

鈴
木
脇
田
横
山

繁
行

東
京
平

宮
崎
士

愛

知

平

寺

田

愛
知
平

米

東
京
士

池
本
綾
部
徳
江

泉
川
大
坪

謙
吉
重
武
治
之

福
岡
平

齋
藤
津
田

東
京
士

亜
夫

同

東
京
平

秋

田

平

田

ロ

省
吾

新
潟
平

利
下

同

同

（
同
木
彫
部
）

東
京
士

松
島
松
太
郎

川

野

廣

好

鹿

兒

島

士

岩

切

榎

本

親

智

石
川
士

大
阪
平

勇

富
山
平

賢
次
要
作

高
澤
哲
之
介

岩

田

酉

介

長
野
士

東
京
平

次

郎

大
分
平

愛
知
平

津
田

福
岡
平

中
牟
田
三
治
郎

橋
爪
齋
藤
松
本

英
夫
六
郎
鋭
次

山
梨
平

小
田
中
村
宇
敷

甲
蔵

岡
山
平

静
岡
平

宮
崎

福
岡
平

長
綺
平

光
章
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長

野

平

木

村

賓

山

形

平

内

藤

秀

因

四
月
一
日

宮

城

平

近

藤

一
雄
廣
記

佐
賀
平

三
重
平

澤

井

森

光

佐

藤

湊

松
岡
圭
三
郎

池
邊
杉
山
向
井
中
村
高
野
染
川

近

藤

賂

照

廣

幡

武

人

製
版
科
第
一
年
級

風
見
通
之
助

生

松

静

夫

島

井

武

雄

間

野

義

貴

長
崎

圏
聾
師
範
科
第
一
年
級

三
重
士

7
 

三
屈
末
吉

正一
秀
三
次
郎
治
次

同 岡
案
科
（
一
部
）

（
二
部
）

製漆鍍金同

工工造

製
版
選
科
第
一
年
級

正
勝

入
學
志
願
者
及
許
可
者
前
年
比
較
表

科科科

版

科選
科

臨
時
寓
員
科

以
上
の
中
塑
造
部
の
宇
敷
松
本
雨
氏
は
、
四
月
八
日
入
學
を
許
さ
れ
た

る
も
の
な
り
。

〇
研
究
生
入
學

今
回
入
學
の
諸
氏
左
の
如
し
。

日
本
甕
科

二
九
七

鴻
巣

善
蔵

佐

賀

平

山

下

新
涅
平

計

三
三
八

一
四
九

一
三
四

静
岡
平

廣
島
平

上

貞

久

三

前

田

伊

作

埼
玉
平

師

範

科

五
七

一
九

六
四

二
0

奈
＿艮
平

昌

二
0

七

大
阪
士

木
田
浅
井

富
山
平

司
七

大
分
平

一
夫

福
島
士

伊
藤
卜
澤
水
谷

武
夫廣

英
一
勝
一艮
重
次

静
岡
平

六
一
四

七 五

埼
玉
平

山
形
平

五

四

愛
知
平

山
口
平

＇ ノ‘

四

四五五五

九 四 五五

八

四

山

形

平

山

口

勇

四

一
四六

巳

1
0
 

臨
時
窟
員
科
第
一
年
級

群

馬

平

萩

原

退

蔵

鹿

兒

島

平

鬼

塚

榮

荻

原

義

彦

宮
城
平

東

京

平

辻

郎

同

（牙）

四

東
京
平

高
橋
伊
藤

武

同

（木）

新
潟
平

環

東
京
士

晋

聾
科

西

洋

聾

科

彫
刻
科
（
塑
）

七

八

七

二
六

八
七

日
本

四
六

1
0六九

二
七

四
五

東
京
平

金
丸
厚
――一郎

福
岡
士

東
京
平

西
堀
小
林
今
井

直

同

上

許
可
者

本
年
の

志
願
者

同

上

許
可
者
二
六
三
五

島
根
士

長
野
士

茨
城
平

東
京
平

定
夫
慶
次

備
考

岡
山
平

大

阪

平

津

川

東
京
士

古
阪

群
馬
平

東

京

華

溝

口

昨
年
の

志
願
者
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同

同

同

西
洋
霊
科

耳
野
卯
三
郎

鈴

木

保

徳

同

同 漆
工
科

師
範
科
塑
造
郡

選

科

彫
刻
科

清
水
喜
太
郎

四
月
六
日

筑

紫

求

同

豊

山

廉

0
特
待
生
臨
時
窯
員
科
第
二
年
生
中
山
岩
太
氏
は
、
四
月
十
五
日
を
以
て
、

向
ふ
一
學
年
間
の
特
待
生
に
選
定
せ
ら
れ
た
り
。

同 同

同

林

威

三

〔野
〕

高

山

重

人

同

同

同 同

同
選
科

圏
案
科

同

同

大

國

貞

蔵

長
谷
部
健
次
郎

三
郎淳

原小
倉

同 同

同

選

科

彫
刻
科

惣
七

雨
田
外
次
郎

同

同

全

同

同

喜
七

同

西
洋
霊
科

＿
艮
雄
信
大

同

同

同

同

同

同

信
成
妙
立

〇
赦
授
に
陸
任
助
教
授
長
原
孝
太
郎
氏
は
、
四
月
二
十
日
本
校
教
授
に
陸
任

せ
ら
れ
、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
隅
託
正
五
位
平
田
榮
二
氏
（
琥
松
堂
）
は
、
本
校
圏
聾
師
範
科
に
於
け
る

日
本
驚
授
業
を
懸
託
せ
ら
れ
た
り
。

〇
修
學
旅
行
者
一
行
の
蹄
京
去
る
四
月
十
二
日
よ
り
京
都
奈
一
艮
滋
賀
の
一
府

二
縣
へ
修
學
の
為
に
旅
行
中
の
各
科
四
年
生
及
指
導
数
官
諸
氏
は
、
豫
定
の
如

＜
具
さ
に
研
究
を
遂
げ
、
五
月
二
日
一
同
無
事
蹄
京
せ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
獨
託
閥
保
之
助
氏
は
、
四
月
十
八
日
よ
り
秋
田
縣
下
へ

出
張
せ
ら
る
。
△
書
記
北
浦
大
介
氏
は
先
頃
北
豊
島
郡
高
田
村
雑
司
ヶ
谷
字
鶴

巻
三
八

0
番
地
へ
轄
居
せ
ら
る
。

〇
研
究
生
入
學
彫
刻
選
科
卒
業
生
黒
田
豊
治
氏
は
四
月
十
日
、
圏
聾
師
範
科

卒
業
生
多
田
一
ー
一
郎
氏
は
同
月
十
二
日
、
各
研
究
生
と
し
て
入
學
を
許
可
せ
ら
れ

た
り
。

同

同

中
村
伊
東
草
光
椋
樹
清
水
織
田
曾
宮
石
川
高
間

哲

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
ニ

。

T
•

五
•
五
・
三
〇
〕

同

同

同

同

阿
部
梶
原
河
井

義消貫
夫ー五務

四
月
七
日

日
本
聾
科

同

西
洋
霊
科

同

同

同

同

同 同

吉
澤
廉
一
＿
一
郎

名

越

豊

桑
田
利
三
郎
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〇
雨
氏
へ
賞
賜

建
築
美
に
就
き
て

東
洋
繕
蜜
史
大
要
(
+
時）

普
通
赦
育
の
闘
聾
科
に
就
き
て
（
八
時
）

工
藝
岡
案
に
就
き
て
(
+
時
）

同 同 同 同

同

島

田

佳

牟

同

白

濱

徴

同

大

村

西

崖

同

古

宇

田

質

黒

田

清

輝

〔
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
〕

大
正
四
年
に
於
て
開
設
の
臨
時
博
覧
會
（
桑
港
博
）
に
闊

し
、
盤
力
炒
か
ら
ざ
る
廉
を
以
て
、
學
校
長
正
木
直
彦
氏
へ
は
金
杯
一
個
を
、

教
授
久
米
桂
一
郎
氏
へ
は
銀
杯
一
組
を
賜
は
り
た
り
。

〇
職
員
の
近
況
助
数
授
石
井
吉
次
郎
氏
は
本
郷
幅
駒
込
林
町
二
百
番
地
に
轄

居
せ
ら
る
。

〇
講
習
會
の
開
設
本
年
秋
季
の
文
展
開
期
中
を
機
と
し
、
十

一
月
六
日
よ
り

0

0

0

 

0
 

0
 

同
月
十
八
日
ま
で
、
本
校
内
に
於
て
闘
聾
講
習
會
を
開
設
す
べ
き
こ
と
と
な

り
、
六
月
七
日
文
部
省
告
示
第
九
十
二
琥
を
以
て
、
其
旨
焚
布
せ
ら
れ
た
り
。

講
習
員
の
資
格
は
、
師
範
學
校
、
中
學
校
、
高
等
女
學
校
及
甲
種
程
度
の
宜
業

學
校
裳
該
科
目
（
圏
甕
科
）
換
任
数
員
に
し
て
、
定
員
は
各
府
縣
三
人
宛
な

り
。
そ
の
地
方
長
官
の
選
定
書
は
十
月
二
十
日
迄
に
文
部
省
普
通
學
務
局
に
差

出
す
べ
き
規
定
に
し
て
、
講
師
諸
氏
及
科
目
は
左
の
如
し
。

西
洋
畳
に
就
き
て
（
六
時
）

東
京
美
術
學
校
教
授

東
京
美
術
學
校
近
事
〔

一
五
ー

―
―
―
。
T
•

五
・

六
・

三
〇
〕

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
四

。

T
•

五
・

九
·

1
0
〕

0
教
授
諸
氏
の
陸
等
去
る
六
月
十
六
日
付
を
以
て
本
校
教
授
白
山
揺
松
、
同

寺
崎
廣
業
、
同
古
宇
田
賓
の
三
氏
は
高
等
官
三
等
に
、
数
授
鎌
田
禰
壽
治
、
同

岡
田
秀
の
雨
氏
は
高
等
官
五
等
に
執
れ
も
陸
叙
せ
ら
れ
、
又
七
月
十
九
日
付
を

以
て
、
教
授
大
村
西
崖
、
同
白
濱
徴
、
同
白
井
保
次
郎
、
同
島
田
佳
突
の
四
氏

は
、
高
等
官
三
等
に
、
数
授
櫻
岡
一
二
四
郎
氏
は
高
等
官
四
等
に
、
何
れ
も
陸
被

せ
ら
れ
た
り
。

〇

叙

位

教

授

白
山
揺
松
、
同
寺
崎
廣
業
、
同
古
宇
田
賞
の
一
―
―
氏
は
各
従
五
位

に
、
数
授
鎌
田
禰
壽
治
、
同
岡
田
秀
の
雨
氏
は
各
従
六
位
に
、
何
れ
も
七
月
二

十
日
を
以
て
昇
叙
せ
ら
る
。

0
長
原
教
授
の
叙
勲
教
授
長
原
孝
太
郎
氏
は
、
去
る
六
月
二
十
一
日
付
を
以

て
、
勲
七
等
に
昇
叙
せ
ら
る
。

〇
赦
員
検
定
委
員
本
校
職
員
中
小
島
憲
之
、
下
田
次
郎
、
小
林
萬
吾
、
岡
田

起
作
の
四
氏
は
、
七
月
三
日
付
を
以
て
、
文
部
省
赦
員
瞼
定
委
員
會
臨
時
委
員

仰
付
け
ら
れ
た
り
。

0
水
泳
師
範
の
依
啜
本
年
夏
季
に
於
け
る
水
泳
師
範
は
、
去
る
六
月
―
―
―
十
日

付
を
以
て
、
藤
芳
太
直
氏
に
嘱
託
せ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
教
授
海
野
美
盛
氏
は
、
七
月
三
日
よ
り
一
週
間
京
阪
地

方
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
雇
助
手
野
口
六
三
氏
は
、
夏
季
休
業
中
、
横
須
賀
市
公

郷
二
千
四
百
四
十
八
番
地
へ
蹄
省
せ
ら
る
。
△
教
授
福
井
信
之
進
氏
は
、
夏
季

日
本
霊
に
就
き
て
（
六
時
）

同

同

川
合
芳
三
郎
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休
業
中
閥
西
地
方
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
雇
助
手
三
浦
銅
三
郎
氏
も
、
夏
季
休
業

中
、
神
奈
川
縣
茅
ヶ
崎
に
滞
在
せ
ら
る
。
△
教
授
岡
田
秀
氏
は
、
東
京
女
子
高

等
師
範
學
校
の
命
に
依
り
、
七
月
十

一
、
十
二
の
雨
日
紳
奈
川
縣
下
へ
出
張
せ

ら
る
。
△
赦
授
島
田
佳
突
氏
は
、
沖
縄
縣
知
事
の
招
聘
に
依
り
、
岡
案
講
習
會

講
師
と
し
て
、
七
月
十
一
日
よ
り
八
月
十
日
頃
迄
沖
縄
縣
へ

出
張
せ
ら
る
。
△

雇
助
手
鈴
木
宮
吉
氏
は
、
七
月
十
三
日
よ
り
八
月
中
、
伊
豆
塵
田
方
郡
西
豆
村

に
蹄
省
せ
ら
れ
た
り
。
△
助
赦
授
石
田
英
一
氏
は
、
先
頃
下
谷
匿
上
根
岸
町
八

十
ニ
へ
轄
居
せ
ら
る
。
△
助
教
授
千
頭
庸
哉
氏
は
、
先
般
本
郷
匝
駒
込
林
町
百

五
十
ニ
へ
轄
居
さ
る
。
△
學
校
長
正
木
直
彦
氏
は
、
文
部
省
の
用
務
に
て
、
七

月
三
日
よ
り
四
日
間
京
都
へ

出
張
せ
ら
る
。
△
数
授
高
村
光
雲
氏
は
、
古
社
寺

保
存
會
の
用
務
に
依
り
、
七
月
十
二
日
よ
り
四
日
間
奈
l

艮
縣
下
へ
出
張
せ
ら

る。0
生
徒
卒
業
本
年
三
月
病
氣
の
た
め
、
卒
業
試
験
を
延
期
し
た
る
、
本
校
日

本
霊
科
生
徒
佐
藤
直
巳
氏
は
、
其
後
病
氣
全
癒
し
、
卒
業
製
作
を
完
了
し
た
る

を
以
て
、
七
月
二
十
二
日
同
科
卒
業
證
書
を
授
典
せ
ら
れ
た
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
五
。
T
•

五
•

1
0
・

ニ
八
〕

0
竹
内
教
授
の
陸
等
赦
授
竹
内
久
一
氏
は
、
七
月
廿
九
日
付
を
以
て
勲
四
等

に
昇
叙
し
、
瑞
賓
章
を
授
け
ら
る
。

0
小
場
助
赦
授
の
退
官
助
教
授
小
場
恒
吉
氏
は
八
月
十
六
日
依
願
本
官
を
免

ぜ
ら
れ
た
り
。

0
文
展
審
査
委
員
の
任
命
教
授
黒
田
浦
輝
、
同
高
村
光
雲
、

同
岡
田
三
郎

助
、
同
和
田
英
作
、
同
寺
崎
廣
業
、
同
白
井
保
次
郎
、
同
小
堀
鞘
―音
、
同
川
合

休
暇
中
静
岡
縣
三
保
に
赴
か
る
。

芳
三
郎
、
同
藤
島
武
二
の
諸
氏
は
、
何
れ
も
八
月
四
日
付
を
以
て
、
美
術
審
査

委
員
會
委
員
（
第
十
回
文
展
審
査
委
員
）
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
赦
授
諸
氏
の
叙
位
赦
授
白
濱
徽
、
同
白
井
保
次
郎
、
同
島
田
佳
突
、
同
大

村
西
崖
の
諸
氏
は
各
従
五
位
に
、
同
櫻
岡
三
四
郎
氏
は
正
六
位
に
、
執
れ
も
八

月
二
十
一
日
を
以
て
昇
叙
せ
ら
る
。

〇
農
展
審
査
委
員
の
嘘
託
學
校
長
正
木
直
彦
、
数
授
高
村
光
雲
、
同
岡
田
三

郎
助
、
同
海
野
美
盛
、
同
島
田
佳
突
の
諸
氏
は
、
何
れ
も
九
月
四
日
付
を
以

て
、
農
商
務
省
第
四
回
躙
案
及
應
用
作
品
展
覧
會
審
査
委
員
を
閲
託
せ
ら
る
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
闊
託
畑
正
吉
氏
は
、
七
月
十
八
日
よ
り
約
三
週
間
富
山

縣
下
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
嘘
託
香
取
秀
治
郎
氏
は
、
七
月
十
八
日
よ
り
凡
二
週

間
、
京
都
大
阪
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
数
授
鎌
田
禰
壽
治
氏
は
、
七
月
十
九
日
よ

り
同
月
三
十
一
日
迄
徳
島
縣
へ
蹄
省
せ
ら
る
。
△
教
授
鹿
島
英
二
氏
は
、
山
梨

縣
南
都
留
郡
谷
村
織
物
岡
案
組
合
の
依
託
に
依
り
、
懸
賞
圏
案
審
員
の
た
め
、

七
月
十
九
日
出
焚
同
地
に
赴
か
れ
、
蹄
路
富
士
登
山
せ
ら
れ
し
と
い
ふ
。
△
八

巻
〔
於
菟
三
〕
助
手
は
七
月
十
九
日
よ
り
二
週
間
、
静
岡
縣
富
士
郡
偉
法
村
へ

赴
か
る
。
△
教
授
白
濱
徴
氏
は
、
七
月
二
十
日
よ
り
三
週
間
兵
庫
縣
へ
赴
ぎ
、

そ
れ
よ
り
上
海
へ
航
せ
ら
れ
し
と
。
△
隅
託
閥
保
之
助
氏
は
、
七
月
二
十
九
日

よ
り
二
週
間
、
京
都
奈
＿
艮
伊
勢
地
方
へ
旅
行
さ
る
。
△
教
授
大
村
西
崖
氏
は
、

八
月
二
日
よ
り
二
週
間
京
都
市
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
赦
授
和
田
英
作
氏
は
暑
中

△
教
授
久
米
桂

一
郎
氏
は
、
八
月
十
日
よ
り

三
週
間
、
上
州
四
万
温
泉
へ
滞
在
せ
ら
る
。
△
助
手
一
二
浦
柳
一
二
郎
氏
は
、
八
月

十
一
日
よ
り
伊
豆
國
長
岡
濫
泉
へ
赴
き
滞
在
せ
ら
る
。
△
教
授
寺
崎
廣
業
氏

は
、
七
月
末
よ
り
信
州
上
林
温
泉
の
別
邸
に
赴
か
れ
、
文
展
出
品
其
他
揮
党
せ

ら
れ
し
と
。
△
教
授
岡
田
秀
氏
は
、
八
月
十
三
日
よ
り
北
陸
及
利
前
羽
後
の
海
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0
久
米
教
授
外
三
氏
の
叙
勲
数
授
久
米
桂
一
郎
同
白
濱
徴
、
同
島
田
佳
突
、

同
白
井
保
次
郎
の
四
氏
は
、
九
月
二
十
九
日
付
を
以
て
、
何
れ
も
勲
五
等
に
叙

せ
ら
れ
、
瑞
賓
章
を
授
け
ら
る
。

0
竹
内
教
授
の
特
旨
叙
位
赦
授
竹
内
久
一
氏
は
去
る
九
月
二
十
四
日
、
特
旨

を
以
て
位
一
級
を
進
め
、
従
四
位
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

0
教
授
の
撥
任
彫
刻
科
木
彫
部
牙
彫
部
の
授
業
は
、
従
来
竹
内

〔久
一

〕
数

授
の
櫓
任
す
る
所
な
り
し
が
、
糊
に
同
教
授
卒
去
せ
ら
れ
た
る
に
つ
き
、
十
月

三
日
付
を
以
て
、
今
授
業
は
高
村

〔光
雲
〕
数
授
擁
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
會
計
主
任
の
更
迭
本
校
會
計
主
任
高
田
松
男
氏
は
、
十
一
月
四
日
願
に
依

り
て
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
其
後
任
と
し
て
、
會
計
検
査
院
書
記
足
立
芳
五
郎
氏

は
本
校
書
記
に
轄
任
し
、
會
計
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

〇
勤
務
演
習
召
集
闊
託
瀧
川
鼎
氏
は
、
十
一
月
五
日
よ
り
三
週
間
勤
務
演
習

の
た
め
に
召
集
せ
ら
れ
た
り
。

〇
調
漆
授
業
啜
託
十
月
十
三
日
本
校
漆
工
科
調
漆
授
業
を
、
六
角
注
多
一艮
氏

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
五
ー
六

。

T
•

五
・

十
ニ

・

ニ
八
〕

岸
に
赴
き
窟
生
に
従
事
さ
れ
し
と
。
△
助
教
授
堀
井
政
吉
氏
は
、
八
月
下
旬
茨

城
縣
地
方
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
教
授
白
山
輻
松
氏
は
、
九
月
上
旬
修
善
寺
温
泉

へ
赴
か
る
。
△
教
授
福
井
信
之
進
氏
は
、
暑
中
休
暇
中
大
阪
府
下
に
赴
き
岡
町

萩
の
寺
東
光
院
に
滞
在
せ
ら
る
。
教
授
島
田
佳
突
氏
は
、
九
月
上
旬
山
形
縣
ヘ

旅
行
せ
ら
る
。
△
赦
授
櫻
岡
三
四
郎
氏
は
九
月
三
日
頃
よ
り
病
氣
に
罹
り
稜
熱

甚
し
き
た
め
、
芝
愛
宕
町
二
丁
目
東
京
病
院
へ
入
院
せ
ら
る
。
△
助
数
授
千
頭

脂
哉
氏
は
、
此
程
府
下
瀧
の
川
町
上
中
里
一
四
八
へ
轄
居
さ
る
。

金
工
選
科
第
一
年

小
澤
小
一
郎
新
潟
平

大

橋

芳

雄

東
京
平

杉
本

柳

睛

一

圃
木
諄
治
郎
西
洋
霊
選
科
第
一
年

洪
鉤

支
那

劉

彫
刻
選
科
（
木
彫
）
第
一
年

伸

身

池

三
郎

東
京
平

弘
田

高
知
士

陳

愛
媛
平

東
京
士

日
本
甕
選
科
第

一
年

藤

本

正

義

東

京

平

龍
雄
鹿
兒
島
士

錦
堂

五
十
嵐
吉
三
郎

竿
悶 東

京
士

に
嘘
託
せ
ら
る
。

0
教
授
諸
氏
の
出
張
数
授
白
濱
徴
氏
は
、
學
術
研
究
の
た
め
、
十
月
四
日
よ

り
十
日
間
開
西
地
方
へ
出
張
せ
ら
る
。
△
教
授
川
合
芳
三
郎
氏
は
、
十
月
二
十

日
學
術
宜
地
指
導
の
た
め
、
埼
玉
縣
へ
出
張
せ
ら
る
。
△
数
授
和
田
英
作
氏
は

學
術
研
究
の
た
め
、
十
月
三
十
日
よ
り
一
週
間
奈
艮
縣
へ
出
張
せ
ら
る
。
△
数

授
鹿
島
英
二
氏
は
十
一
月
三
日
よ
り
十
日
間
鹿
兒
島
市
へ
出
張
せ
ら
る
。
△
懸

託
香
取
秀
治
郎
氏
は
、
十
月
八
日
よ
り
十
日
間
京
都
奈
一艮
へ
旅
行
せ
ら
る
。

△

数
授
結
城
貞
松
氏
は
十
月
十
七
日
出
狡
、
正
倉
院
御
物
を
拝
祓
せ
ら
る
。
△
助

数
授
小
林
萬
吾
氏
は
、
文
部
省
の
用
務
に
て
十
一
月
一
日
よ
り
一
週
間
、
岡
山

縣
へ
出
張
せ
ら
る
。

0
選
科
生
の
入
學
本
年
募
集
し
た
る
本
校
選
科
生
は
、
九
月
二
十
六
日
よ
り

三
十
日
ま
で
其
入
學
試
験
を
施
行
し
、
合
格
の
も
の
は
十
月
四
日
の
官
報
に
て

そ
れ
人
＼
編
入
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
り
。
科
名
姓
名
左
の
如
し
。
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漆
工
選
科
第
一
年

本

多

三

郎

愛

媛

平

宮
井
茂
太
郎
香
川
平

0
本
校
設
置
記
念
日

十
月
四
日
は
本
校
設
置
記
念
日
な
る
を
以
て
、
例
に
よ

り
て
午
前
九
時
よ
り
、
職
員
、
卒
業
生
来
賓
、
生
徒
一
同
大
講
堂
に
参
集
し
、

正
木
學
校
長
の
記
念
日
に
開
す
る
演
説
あ
り
。
次
に
猶
正
木
學
校
長
は
、
雇
西

村
綾
雄
氏
が
、
本
年
を
以
て
勤
績
満
二
十
五
年
と
な
れ
る
を
以
て
、
同
氏
の
功

榜
を
表
彰
す
る
旨
を
述
べ
て
目
録
を
授
興
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
餘
興
に
移
り
た

り
。
餘
興
は
、
第
一

、
仕
舞
（
山
本
鹿
洲
氏
、
「
地
」
久
米
桂
一
郎
氏
）
第
二
、

狂
言
（
靱
猿
、
悪
太
郎
）
第
一
―
-
、
筑
前
琵
琶
あ
り
て
、
正
午
頃
散
會
し
た
り
。

〇
各
科
生
徒
の
修
學
旅
行
毎
年
秋
季
に
行
は
る
る
本
校
各
科
生
徒
の
修
學
旅

行
は
、
例
に
よ
り
て
十
月
廿
五
日
よ
り
三
日
間
を
以
て
行
は
れ
た
り
。
即
ち
日

本
聾
科
は
妙
義
山
よ
り
伊
香
保
榛
名
へ

、
西
洋
甕
科
は
新
潟
縣
赤
倉
温
泉
へ
、

彫
刻
科
は
鰍
澤
を
経
て
身
延
山
に
至
り
富
士
川
下
り
を
な
し
、
圏
案
科
は
日
光

中
禰
寺
よ
り
湯
本
へ

、
金
工
科
は
箱
根
芦
の
湯
を
経
て
熱
海
へ

、
錨
造
科
は
湯

河
原
よ
り
箱
根
へ
、
漆
工
科
は
盤
原
よ
り
那
須
温
泉
へ

、
製
版
科
は
伊
香
保
よ

り
榛
名
へ

、
｛
鳥
員
科
は
箱
根
底
倉
よ
り
芦
の
湯
日
金
山
を
経
て
伊
豆
山
温
泉

へ
、
師
範
科
は
潮
来
よ
り
香
取
神
社
を
拝
し
て
銚
子
犬
吠
岬
へ
、
工
業
圏
案
科

は
御
殿
場
よ
り
乙
女
峠
の
瞼
を
踏
破
し
て
箱
根
温
泉
へ
赴
き
た
り
。

〇
十
一
月
三
日
の
奉
賀
式
十
一
月
三
日
は
立
太
子
の
橙
を
行
は
せ
ら
る
4

に

つ
き
、
営
日
午
前
十
時
よ
り
式
を
行
ひ
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
よ
り
立
太
子

て
、
殿
下
を
奉
送
す
る
こ
と
4

な
り
た
る
を
以
て
、
本
校
職
員
生
徒
も
二
回
に

分
れ
、
朝
は
午
前
六
時
迄
に
、
午
後
は
一
時
ま
で
に
、
二
重
橋
外
に
於
け
る
指

證
に
開
し
て
謹
話
あ
り
た
り
。

又
同
日
各
學
校
生
徒
は
宮
城
二
重
橋
外
に
於

寺

村

共

喜

高
知
平

同

上
甲

ru' 

二
月

0
高

澤

雅

雄

同

園
郡

J

し
J

同 同 同 同 同
西
洋
聾
に
つ
き
て

建
築
美
に
つ
き
て

東
洋
綸
霊
史
大
要

普
通
数
育
の
圏
甕
科
に
つ
き
て
（
八
時
）

工
藝
園
案
に
つ
き
て
(
+

日
本
聾
に
つ
き
て
（
六

講
習
員
職
氏
名

(
0
は
本
校
出
身
者
）

北
海
道
鹿
立
小
樽
中
學
校
数
諭

北
海
道
札
幌
師
範
學
校
数
諭

東
京
府
青
山
師
範
學
校
数
諭

府
立
第
三
高
等
女
學
校
教
諭

同

府
私
立
名
数
中
學
校
数
員

府
女
子
師
範
學
校
数
諭

府
立
第
四
中
學
校
数
諭

＿帝
國
女
子
専
門
學
校
附
屈

日
本
高
等
女
學
校
数
員

府
私
立

府
豊
島
師
範
學
校
数
諭

府
私
立
佐
藤
高
等
女
學
校
数
諭

京
都
府
立
第
五
中
學
校
教
諭

府
女
子
師
範
學
校
数
諭

0
井
上

＿
艮
慶

中

田

久

＿艮

馬
場

赤

津

隆

助

0
今
井
伴
次
郎

長
谷
川
曾
一

錬
太
郎
三
郎

0
谷

0
小
林

〇
菅
原

次
郎
金
治

時）時）

同

川

合

芳

三

郎

同

島

田

佳

突

同

徴

（
六
時
）

（
十
二
時
）

（
十
時
）

同 同 数
授

黒
田
古
宇
田

大
村
白
濱

清
輝宜

西
崖

定
の
場
所
に
つ
ぎ
て
、
奉
迎
奉
送
せ
り
。

0
文
部
省
の
圏
霊
講
習
會
同
會
は
十
一
月
二
日
よ
り
同
月
十
七
日
ま
で
、
本

校
大
講
堂
を
會
場
と
し
て
開
會
せ
ら
れ
た
る
が
、
講
習
員
は
計
八
十
六
人
、
十

七
日
を
以
て
終
了
式
を
行
ひ
そ
れ
人
＼
修
了
證
書
を
授
興
せ
ら
れ
た
り
。
講
習

科
目
、
講
師
、
講
習
員
左
の
如
し
。

講
習
科
目
及
講
師

第2章 制度改革期 690 



奈
艮
縣
私
立
天
理
中
學
校
教
諭

同
縣
師
範
學
校
教
諭

三
重
縣
立
第
一
中
學
校
数
諭

愛
知
縣
一
宮
町
立
高
等
女
學
校
数
諭

同
縣
私
立
愛
知
淑
徳
女
學
校
数
員

静
岡
師
範
學
校
数
諭
兼
高
等
女
學
校
数
諭

山
梨
縣
立
高
等
女
學
校
数
諭

岐
阜
縣
女
子
師
範
學
校
数
諭

同 同 同 京
都
府
京
都
市
立
高
等
女
學
校
教
諭

大
阪
府
池
田
師
範
學
校
数
諭

府
立
消
水
谷
高
等
女
學
校
数
諭

神
奈
川
縣
師
範
學
校
教
諭

同
縣
立
小
田
原
中
學
校
敦
諭

兵
庫
縣
明
石
女
子
師
範
學
校
赦
諭

長
崎
縣
師
範
學
校
教
諭

新
潟
縣
立
小
千
谷
中
學
校
赦
諭

埼
玉
縣
師
範
學
校
数
諭

群
馬
縣
立
高
等
女
學
校
数
諭

縣
女
子
師
範
學
校
数
諭

縣
師
範
學
校
教
諭

茨
城
縣
立
水
海
道
中
學
校
数
諭

縣
立
太
田
中
學
校
数
諭

水
戸
高
等
女
學
校
教
諭
兼

茨
城
縣
女
子
師
範
學
校
教
諭

縣
立
縣
立
土
浦
中
學
校
赦
諭

0
三
橋
伸
上
堀
越
喜
三
郎

0
大

越

直

〇
藍
野
精
一

0
品
田
七
太
郎

加

藤

邦

造

0
小
塚
義
一
郎

〇
幕
谷
笹
森
恵
之
助

山
崎
時
次
郎

0
木
南
三
千
三

0
三
澤
萩
谷

伴
雅
佐
助

川
島

0
渡
邊
忠
三
郎
ョ
ウ

長

尾

紺

明

〇
塚
田

〇
我
妻

榮
吉
清
吉

長
野
縣
師
範
學
校
敦
諭

宮
城
縣
立
角
田
中
線
校
数
諭

岩
手
縣
立
幅
岡
中
學
校
教
諭

同
縣
立
工
業
學
校
数
諭

山
形
縣
立
山
形
中
學
校
数
諭

縣
立
米
澤
高
等
女
學
校
数
諭

福
井
縣
立
福
井
中
學
校
数
諭

石
川
縣
立
第
一
高
等
女
學
校
赦
諭

鳥
取
縣
師
範
學
校
赦
諭

縣
立
米
子
中
學
校
数
諭

岡
山
縣
私
立
就
質
高
等
女
學
校
教
諭

廣
島
縣
立
呉
中
學
校
赦
諭

同
縣
立
福
山
高
等
女
學
校
数
諭

山
口
縣
立
徳
山
中
學
校
数
諭

徳
島
縣
立
工
業
學
校
数
諭

香
川
縣
立
丸
睾
高
等
女
學
校
数
諭

同
縣
立
高
松
高
等
女
學
校
数
諭

愛
媛
縣
立
今
治
中
學
校
赦
諭

巖
本

0
郷
原
藤
一
郎
定
次

森

勝

治

郎

寺

崎

伯

孝
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寛 松

永

隆

数

長
谷
川
徳
巖
敦
艮

原

0
石

田

盆

敏

同

板
垣

繁
樹
壻
次

飯

田

芳

文

同

縣
師
範
學
校
敦
諭

縣
立
子
師
範
學
校
教
諭

池

田

弘

野

村

邦

巳

縣
立
鳥
取
中
學
校
敦
諭

島
根
縣
立
濱
田
高
等
女
學
校
数
諭

同

0
久
米

0
佐
藤
七
之
助
福
衛

同

同

0
岡
村

吉
樹

同

四
郎

同
縣
立
倉
吉
中
學
校
助
校
諭
心
得

0
藤
井
禎
三
郎

0
中
井

金

熊
野
鈴
太
郎

同

0
吉
田

衡

同

縣
立
糸
魚
川
中
學
校
数
諭

縣
高
田
師
範
學
校
数
諭

同

山
本
虎
之
助

〇
桃

井

義

信
吉
義
雄

〇
葛
0
中
井
禰
五
郎

揆
一
郎

江

間

常

吉

0
西

松

隈

同

縣

立
大
町
中
學
校
教
諭
心
得

百
瀬
深
次
郎

同

0
高
橋

0
佐
藤
建
四
郎

同

貞
治

同

縣
松
本
女
子
師
範
學
校
数
諭

縣
立
野
澤
中
學
校
教
諭

0
倉

田

徳

松

0
芳
川

0
藤
岡
組
三
郎

0
小

澤

秋

成
廷
輔

大正 5年



高
知
縣
立
第
三
中
學
校
助
数
諭
心
得

同
縣
立
第
二
中
學
校
数
諭

同
縣
師
範
學
校
赦
諭

福
岡
縣
立
門
司
高
等
女
學
校
数
諭

同
縣
立
小
倉
高
等
女
學
校
赦
諭

同
縣
立
八
女
中
學
校
数
諭

同
縣
立
久
留
米
高
等
女
學
校
助
数
諭
心
得

大
分
縣
師
範
學
校
数
諭

熊
本
縣
立
熊
本
中
學
校
赦
諭

同
縣
立
天
草
中
學
校
数
諭
心
得

同

縣

立
高
等
女
學
校
数
諭

鹿
兒
島
縣
師
範
學
校
教
諭

縣
鹿
兒
島
市
立
商
業
學
校
数
諭

市
立
興
業
學
校
数
諭

朝
鮮
京
城
女
子
高
等
普
通
學
校

同
公
立
高
等
女
學
校
数
諭

福
島
縣
立
工
業
學
校
数
諭

奈
＿
艮
女
子
高
等
師
範
學
校
助
数
諭

東
京
美
術
學
校
助
数
授

石
川
縣
立
工
業
學
校
数
諭

石
川
縣
立
金
澤
第
一
中
學
校
数
諭

山
形
縣
立
鶴
岡
高
等
女
學
校
数
諭

同

縣
同

0
相

馬

正

己

命
令
告
諭
等
ノ
賀
行
ヲ
務
ム
ル
コ
ト

数
室
内
ノ
秩
序
ヲ
正
ス
コ
ト

生
徒
ノ
品
行
勤
惰
ヲ
監
督
シ
若
シ
怠
惰
不
行
状
ノ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
訓
誡
ス
ル
コ
ト

〇
波
根

0
山
本

〇
足
立

啓 昌
義

0
多
賀
谷
健
吉

星
0
柴
田

〇
丸
野

勝
次豊

武
四
郎

河

本

武

夫

同

0
田

中

國

廣

0
五

島

健

〇
甲
斐

0
高
木

0
美
作

武
雄巌
英
雄

中
島
百
合
枝

首

藤

積

0
荒
川

0
安
藤

淳
好
郎潔

義
茂

関

連

事

項

教
務
・
事
務
分
掌
規
程
改
正

大
正
五
年
一
月
、
本
校
の
教
務

・
事
務
分
掌
規
程
が
改
正
さ
れ
た
。

東
京
美
術
學
校
数
務
分
掌
規
程
（
大
正
五
年
一
月
改
正
）

第
一
條
本
校
赦
務
ヲ
慮
理
ス
ル
タ
メ
各
科
二
主
任
、
理
事
及
赦
室
握
任
ヲ

骰
ク

第
二
條
主
任
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル

一
其
科
生
徒
ノ
教
育
ノ
大
網
ヲ
掌
ル
コ
ト

一
其
科
職
員
ノ
取
締
二
閥
ス
ル
コ
ト

一
學
校
長
ノ
諮
詢
二
應
ジ
又
ハ
惹
見
ヲ
學
校
長
二
開
陳
ス
ル
コ
ト

第
三
條
理
事
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル

一
其
科
生
徒
ノ
風
紀
ヲ
維
持
ッ
其
取
締
二
任
ス
ル
コ
ト

一
其
科
ノ
特
待
生
及
生
徒
ノ
賞
罰
二
開
ス
ル
コ
ト

一
其
科
二
厩
ス
ル
施
設
請
求
整
理
ヲ
ナ
ス
コ
ト

一
其
科
二
於
ケ
ル
赦
務
一
切
ヲ
管
理
ス
ル
コ
ト

一
其
科
職
員
ノ
勤
務
上
二
闊
ス
ル
コ
ト

第
四
條
主
任
及
理
事
ハ
生
徒
監
卜
協
議
シ
其
職
務
ヲ
行
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
五
條
赦
室
換
任
ハ
主
任
及
理
事
ノ
命
ヲ
承
ヶ
閥
係
赦
官
卜
協
議
シ
左
ノ

事
項
ヲ
掌
ル

第2章

竹
本

0
山
本

制度改革期

田

内

千

秋

野

島

覺

①
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